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北 米 東 部 イ ンデ ィア ン研 究 の到 達 点 と

エ ンゲル ス 『起 源』(1)

大 西 広

資本主義の歴史的位置に関する学説がマルクス理論であるとすれば,そ れは

当然に前資本主義時代の歴史的位置付けをも含むものでなければならない。こ

の意味で,マ ルクスが 『占代社会摘要』で,ま たエンゲルスが 『家族 ・私有財

産および国家の起源』(以 下 『起源』 と略)で 先史時代の詳細な時代区分を提

起 したモルガン理論に注目したのは当然でもあり卓見で もあった。これにより,

この分野がマルクス派理論が対象とすべき研究領域 として確立をした、,

しかし,に も関わらず一方では提起された家族の発生 ・発展仮説の正当性が

疑われるようにな り,ま た他方では20世紀における考』占学の発展がモルガン的

な方法によらない直接的な古代社会研究をその主流に据えるようになり,モ,レ

ガン・エンゲルス理論が歴史研究者の関心から遠のくようになって しまってい

る。前者の例 としては,鈴 木[1958] ,森 岡[1958],石 川[1970]な どがあ

が,後 者の例 としては,本 稿で言及するインディアン考古学の発展がある。,

しかしもちろん,こ のことによって前資本主義時代の歴史的位置付けに関する

研究がマルクス派埋論の対象領域でなくなったわけではない。

したがって,間 題はこの対象領域を現代の到達点からどのようにマルクス派

歴史理論として再構成するか ということになる。本稿はこの観点から,『起源』

1)モ ル ガ ン ・エ ン ゲ ル ス 説 に 否 定 的 な 欧 米 で の こ の 分野 の慨 究 史 の 紹 介 は
.佐 藤 文 朋 氏 の イ ン

ター ネ ッ ト上 の 論 文 「『家 族 、 私 有財 産 お よ び国 家 の 起 源』 を め ぐる民 族 学 史 」 お よ び 「『母 権 と

父 権』 に 沿 ってr一 江 守 五 夫 批 判 」 に 詳 しい 、耳http://www2s .biglob嫉nojp/'bumsat/B-hp .Rて)n2.htm
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がもっとも大きな関心を向けた北米束部インデ ィアンの最新の研究成果を紹介

し,マ ルクス派先史時代理論に迫 られた課題を整理する。なお,考 古学研究で

は家族形態に関する成果が乏しく,こ こでは産業および階級 ・国家形成に関す

る課題に限定せざるを得ない。,

1モ ルガン・エンゲルス説の到達点

後に若干言及するようにエンゲルスがその理論の下地 として利用 したモルガ

ンのインディアン研究は当時の全ての文化人類学的研究の成果を活用 しえてい

たわけではない、が,実 際にイロクォイ族インディアンの側で土地買収間題で

戦ったために彼 らの養子身分を与えられる程1こ彼らの信任を得,か つアメリカ

学上院からも会員 ・会長職を託されるなどしたモルガンの研究は当時の最高の

到達点と言えるものであった。その彼が提起しエンゲルスが従った先史時代の

歴史段階区分は以下のようなものであった,、すなわち,「天産物のさらに進ん

だ加工を習得する時代,本 来の工業 と芸術の時代翌として定義される 「文明」

に先立つ 「野蛮」と 「未開」の時代はそれぞれ三つの小段階に区分され,次 の

ような定義が与えられている。

「野蛮」1主 としてで きあいの天産物を取得する時代。人間のL作 物は主と

してこの取得の補助道具、

「野蛮の低段階」二果実 ・堅果 ・草木根を採集,)言語を形成。

「野蛮の中段階」:水 産物の採集と火の使用を開始。

「野蛮の高段階」:弓矢の使用による狩猟の確立。

「未開」:牧畜 と農耕を習得する時代.人 間の活動によって天産物の生産を

たかめる方法を習得する時代.

「未開の低段階」1土 器製作の開始。

「未開の中段階」二一般的には動物の馴致 と飼育および植物の栽培3㌧ ただ

2)Engels[1884],国 民文庫版35ぺ 一 ジ。

3)EngelsL1884]で はこれが未開の低段階 の標識 と誤解 されやすい表現 とな ってい るが,モ ル/
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し.白 然条件の違いにより東大陸では家畜の馴致。西大陸では灌概

と口干煉瓦 ・石造建築の開始。

「未開の高段階」1鉄 器製造の開始。

なお,「文明」開始の標識は 「文字の発明とその文書記録への利用」 となっ

ている41。この分類法は一見 して分かるように 「野蛮」の各段階は産業の発展

に完全に依拠 した分類 となっているものの,「未開」の分類はモルガン白身 も

その困難性を認めているように,土 器や建築物という非生産手段(建 築物は生

産手段 ともなりうるが)で あった り,東 西大陸で標識が別にされていた りで串

純さに欠ける。これがこの分類法を完全に踏襲 したエンゲルス理論 も含めて後

に種種に議論される余地を生んだのであるが,と もかくこの分類法により北米

インディァンが3段 階に区別 ・分類されていたことが重要である。それによる

と,

・土器 も植物栽培も知らなかった北西部族は 「野蛮の高段階」

・トウモロコシやカボチャなどの栽培をし,木 造家屋に住んだ イロクォイ族

などミシシッピ以東の部族は 「未開の低段階」

・灌概と日干煉瓦 ・石造建築を持 っていたプエブロ族 ,ア ステカ,マ ヤ,イ

ンカの諸部族は 「未開の中段階」

とされている。これが本研究の出発点である。しかし,こ の仮説が十分に成立

するためにはモルガン・エ ンゲルスの分類上,「文明」にならなければ国家が

成立 しない こと,「未開の高段階」にならなければ階級が発生 しないという条

件が同時に必要となる、,実はこの時点で通常,国 家や階級を持っていた と理解

されているアステカ.マ ヤ,イ ンカの諸部族が 「未開の中段階」との分類でい

いのかどうか という疑問が沸いてこよう。これは筆者 もまたモルガン・エ ンゲ

ルスの分類を知.った当初から持っていた疑問である。が,本 稿が基礎に置こう

＼ガ ンの原文で は中段階の標識 と明記されている.

4)Engds[1884]で は 「表音文字の発 明 と……1と な ・.2てい るが,モ ルガンの原著では 「石 に刻

まれた象形文字」 も含 まれ るとしている.し か し,も ちろん竹や紙に書 かれた象形文字 を石 のそ

れよ り低 く評価す るのはモ ルガンの偏 見である.
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とす るの は ア メ リカ考古 学 の発 展 に よ る北 米束 部 イ ンデ ィア ンに関 す る知 見 で

あ る、,また,そ の 中 で もモ ルガ ン ・エ ン ゲ,レスが分 類 の ベ ンチ マ ー ク と して 用

いた イ ロ ク ォイ族 な どの位 置 付 け は特 に重 要 で あ る。 そ れで はそ の 新 しい 知 見

は ど の よ うな もの とな って い る ので あ ろ うか 。 以 下 で は モ ル ガ ン ・エ ンゲ ル ス

説 と逐 次 対 応 させ な が らThomas[2000]の 解 説 を基 礎 と し,そ れ に矛 盾 しな

い 限 りでCo(}、SHow ,andBenson[1986』,SnowLl976]、Schneider[1989],

Bamett[1998],Swanlol1「1998],Y(,1mg&F(》wler[2000]な どの 解 説 で 補 足

し,そ れ に よ って 現 代 ア メ リ カの北 米 東 部 インデ ィア ン研 究 の到 達 点 を概 観 す

る、,

ll渡 峡以降北米東部インディアンの社会進化

そ こで まず これ ら ア メ リカ考古 学 の到 達 点 に よ る と、 シベ リアか ら イ ンデ ィ

ア ンの先 祖 た ちが ベ ー リ ン グ海峡 を渡 っ て北 米 大 陸 に達 した の は氷 河期 ・洪積

世 の 少 な く と も1万5000-2万 年 前 の こ とで あ っ た9。 氷 河期 の 海 面 の 低 下 は

ベ ー リ ング海 峡 を地 続 き と し,当 時 マ ンモ スや バ イ ソン,カ リブー.馬 、 ラ ク

ダ,剣 歯 トラ な ど大 型 獣 を追 って シベ リ アか ら人 類 が や っ て 来 た。 そ して,彼

らが 現在 の ア メ リカ合 衆 国 地 域 に 定 着 をす る のが1万1200-1万200年 前 頃 と な

る。 こ こで 彼 ら は シベ リア文 化 か ら区 別 され て 「古 イ ンデ ィア ン様 式(P&leo-

In(しianTraditi・n)」 を形 成 す る、,植物 の根 や 果 実 や 堅 果 な どの採 集 も行 うが,

主 に は大 型 獣 の 狩猟 を 基 本 と し,15老0名 程 度 の 小 さな 群 れ と して 半 移 住 型 の

生 活 を して い た とさ れ る。 ま た,少 な く と も1万2000年 前 に は石 の矢 先 を持 っ

た 投 げ槍 を 作 って い た61と さ れ る か ら,モ ル ガ ン ・エ ンゲ ル ス の 分 類 で は 「野

蛮 の高 段 階 」 に既 に達 して い た こ と に な る。、

しか し,そ の 後,1万 一80〔)0年前 頃 の 気候 変 動 はマ ンモ スな どの大 型 獣 を死

5)sch、 、eide,[1989]て は この 数字 は1万400(}一2万500峰 前 と,s,、 。w[19761で は1万5000-3

万 年 前 とな る、 な お,本 節 の 解 説 は こ のThomas[20001と と もに こ れ ら2冊 の書 物 の叙 述 も参

考 に して い る。

6)NewMexlcoのClovis遺 跡 で の 発掘 に よ る 、
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到 る既 これらはインディアンめ歴史段階で言えば,丁 度 「古インディアン様

式」,「アルカイック様式」,「ウッドランド様式」にあたる.墳 墓や国家 ・階級

の出現が 日本の場合その後の弥生後期まで遅れるが,そ れを除 くと縄文期 と

「ウッドラン ド様式」には驚くほどの類似が見られる。また,後 に見るように

「ミシシ ヅピ様式」という形での農業の本格的確立がメキシコという外部から

の影響によったという意味でも類似性がある。日本の場合は中国大陸からの米

作の輸入であった。

したがって,我 々が本稿で検討をしているインデ ィアンの古代史研究はそれ

ほど特殊なテーマではないと理解 しなければならない。モルガンやエ ンゲルス

はしきりに 「東大陸」 と 「西大陸」との相違を強調するが,こ の 「原アジア

人」から出発 したインディアンの歴史の多 くは少なくとも 「東大陸」の一部地

域のものでもあったからである。

m北 米東部におけるインディアン国家

ミシシッピ様式 カホキ ア遺跡における国家

した が っ て,以 上 の イ ンデ ィア ン史 の 概 観 に お い て 重 要 な こ と は 、 原 始 的

か つ 平 等 な社 会 で あ っ た と され て い た イ ロ ク ォイ 族 の 社 会以 前 に 国家 と階 級

が 成 立 して い た とい う こ とで あ る 。 よ って,こ の も っ と も発 達 した 国 家 を形

成 した ミシ シ ッピ様 式 を 少 し詳 し く解 説 してみ た い 。 こ こで は ,そ の た め に

,その 典 型 と してThomas[2000]が 挙 げ る カ ホ キ ア(Cahokia)と ス ピ ロ

(Spiro)お よ び マ ウ ン ドビ ラ(M。undvilla)に お け る 国家 形 成 に つ い て紹 介

す る。

そ こで まず カ ホ キ ア で あ るが,こ れ が 花 開 い た時 代 は 紀元800年 頃か ら1350

年 頃 で あ り,現 在 の セ ン トル イ スの 対 岸,イ リ ノ イ州 東 セ ン トル イス 地 域 に あ

り,筆 者 も実 際 に こ の遺 跡 を訪 れ た。 そ して,こ の 文 化 が 「国 家」 を も った と

い う考古 学 的 証 拠 はや は り彼 らの 巨 大 な墳 墓 に よ る、、Thomas[2000]に よ る

11)NHKス ペシャル 「日本人」プロジニクト[20011参 照.
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と 「マ ウ ン ド72」 と呼 ば れ る墳 墓 に は260人 が 埋 葬 され て い る が,そ の 半 数 が

その 主 君 の 臣 下 が犠 牲 とな っ て埋 葬 され た もの で 、 副葬 品 に は海 洋 性 の貝 殻 や

銅(こ れ は銅 の 精 製 に よ る もので は な く純 度 の 高 い鉱 石 を た た い て成 型 した も

の)や 雲 母 を 使 った 工芸 品 な どが あ る。 特 に,こ の大 きな墳 の一 部 の ひ とま と

ま りの埋 葬部 分 に は53人 の若 い女 性 と頭 と手 を切 り取 られ た4人 の 男 性 の殉 死

体が あ り,ま た お そ ら く最 高 位 の 首長(1・rd)か そ の 親 族 が 埋 葬 され て い る と

推 測 され る別 の部 分 に は数 千 の 貝 殻 の ビー ズ,400の 矢,チ ャー ト石 で 作 られ

た矢 先19の よ く磨 か れ た 石 の 工 芸 品,3人 ず つ の男 女 の殉 死 体 が埋 め られ て

い た 。 な お.こ れ らの 「部 分 」 と して の埋 葬 部 は何 重 に も積 み 重 ね られ て ひ と

つ の墳 を な して い る、、埋 葬 の 回 数 毎 に大 き くな っ て い く とい う構 造 に な って い

るの で あ る。

また,こ の 地域 が 「国家 」 と して 存 在 した こ とは 。墳 墓 で は ない に して も,

宗 教 的 意 味 合 い を持 った約 百 個 のマ ウ ン ド構 造 物 が13平 方 キ ロの広 さ に広 が り.

1万 人以 上 の 人 間が 住 んで いた ことゆ.さ ら に木 製 の相 当高 い柵 に囲 まれ た 五

角 形 の 「都 市 部 分 」 が 発 見 され てい る こ と に も示 され て い る,,そ して,そ の 中

で も最 大 級 の マ ウ ン ドは 「モ ン クス ・マ ウ ン ド」 と呼 ば れ る司 祭 用 の マ ウ ン ド

で,エ ジプ トの 「グ レー ト ・ピ ラ ミ ッ ド」 を上 回 り,メ キ シ コの チ ョル ラの ピ

ラ ミ ッ ドに迫 る316×241メ ー トル(7ヘ ク ター ル)の 広 さ を 誇 り,ま た 一般 の

ビルで 表 現 す る と10階 建 て の規 模 とな る30メ ー・トル以一ヒの高 さ を持 つ 。 これ は

合 衆 国 ・カナ ダ地 域で は最 大 の もの で あ るが,1回 に18キ ロ グ ラムの 土 しか 運

べ ない バ スケ ッ トで 当 時 の イ ンデ ィア ンが どれ ほ どの 労力 を この築 造 に費 や し

たか を想 像 しな けれ ば な らな い 。相 当 の剰 余 生 産 物 を可 能 に す る生 産力 水 準 に

あ った こ とが 分 か る。 一

さ らに,同 じ くカ ホ キ ア文 化 を形 成す る近 くの 「ス モ ー ル ・テ ン プ ル遺 跡 」

12)カ ホ キ ア の 人 口推 計 は1970年 代 か ら多 くの考 古 学 者 に よ っ て繰 り返 さ れ て 来 た 。 そ の 最 新 の 推

計 値 は,Pauketaτ&Lopinot[19971に よ る と最 盛 期 の ロー マ ン 期で10218-15327人 と な っ て い

る、
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滅させて北方地域でのインデ ィアンの生存を不可能とし,中 心が南部に移行 し

たインディアン社会は技術革新による小型獣の狩猟 と採集を基礎とす る 「古

代様式(ArchaicTradition)」 と呼ばれ る新 しい段 階 に進 ませ る。今か ら

3000-1000年 前頃まで続 くこの時代に新 しく獲得された技術はより鋭 く尖らさ

れた石の槍先や ノコギリ型の刃型を持 った石の槍先などである。また,肉 を切

り裂 くためのより洗練された石の包丁やへら,石 の挽 き臼なども発明されてい

る。臼の発明も堅果の食糧化を実現するなど大きな意味を持 ラた。

これに続 く時代は 「ウッドランド様式(Wo・dlandTradition〉 」と呼ばれる

初期的農業の始まる3000年 前(BC1000年 頃〉からの時期である。この時期は、

この ① 初期的農業 とともに,② 特徴的な土器製造,③ 墳墓を含むマウンド

(塚)の 築造という3つ の特徴71を持ち,こ のうちの① ②は 「未開」段階に進

んだこと,あ るいはその 「低段階」ないし 「中段階」に進んだことを示す。が,

ここでのより大きな問題は③の特徴が含意する階級と国家の成立である
。前述

のようにエ ンゲルス仮説ではこの 「ウッドランド様式」期以降に成立するイロ

クォイ族の祉会が国家成立以前にあったことを主張しており,そ れ と矛盾する

か らである。つまり,モ ルガン・エ ンゲルスの時代分類では 「未開の高段階」

ない し 「文明」に属する時代の特徴を 「未開の低段階」 と分類されたイロクォ

イ族社会が過去に持 っていたことになる"。 これは学説 トの矛盾であり正され

なければならない。この社会の詳細な特徴は次節で展開する。

この 「ウッドラン ド様式」は北米の東部全域に広 く分布することにな
ったが,

その領域にはそれぞれ独自の自然条件があり,そ れはその後,西 暦1000年 頃か

ら異なるいくつかの文化圏にと発展をすることとなる↓ゆ。まずは最 も農業に適

した ミシシッピ流域地域およびメキシコ湾岸 ・東南部沿岸地域といった広汎な

7)さ らに陶芸の 小さな立像を4番 目の特微 とする定義 もあ る。
8)③ の特徴 を無視 した として も 「未開 の低段 階」な のか 「未 開の中段 階」なのかが モル ガン .

エンゲルスの分類ではは っきりしない。 これ は前節で述べた 『未開」 の段 階区分 の不充分性 と関

わ る。 アメリカ考占学 の成 果がエ ンゲルス仮説の再検討を要する問題 のひとつであ る。
9)Snowl19761で は西暦700年 頃か らこの段階に 入るとされている.
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地域 が 「ミシ シ ッピ様 式(MississippianTradition)」 と呼 ばれ る 川縁 へ の定 住

型 の 高 度 な 農業 社 会 へ と 進 む 。 「支 配 階 級 」 の た め の墳 墓 は こ こで も維 持 さ

れ る。 ま た,プ レー ン地 域 で は 「プ レー ン ・ビ レ ッ ジ 様 式(:PlainVillage

Tm(1ition)」 と呼 ば れ,,農 業 とバ イ ソ ンの 狩 猟 と を混 合 させ た 独 自 の定 住 社 会

が 成 立 す る 。 こ こで は支 配 階 級 の墳 墓 の 築造 は伝 統 と して 継 承 され て い な い 。

そ して.最 後 に,こ れ ら地 域 で は全 体 に北東 部 に位 置 す る イロ ク ォイ族 地 域 と

ア ル ゴ ン キ ア ン 語 族 グ ルー プ は そ れ ぞ れ.「 イ ロ ク ォ』イ 様 式(Iroquoian

Tradition)」 と 「ア ル ゴ ンキ ア ン様 式(Algonqui呂nTra〔lition)」 とい う様 式 を

成 立 させ る。 た だ し,こ の 両様 式 は と もに墳 墓 を持 た ない こ と以外 は 「ウ ッ ド

ラ ン ド様 式 」 と大 き く異 な る特 徴 を持 た ず,そ の た め にThomas[2000]で は

「イ ロ ク ォイ様 式 」,「ア ル ゴ ンキ ア ン様 式」 を 「ウ ッ ドラ ン ド様 式 」 と区 別 し

た 同 じ著 者 もThomas[1996]で は これ ら地域 で は ウ ッ ドラ ン ド様 式 が 存 続 し

「イ ロ ク ォ ィ様 式 」 は そ の 一 部 とみ な す べ き と主 張 して い た。 こ の こ と は

「ウ ッ ドラ ン ド様 式 」 を引 き継 ぐ四つ の様 式 の 問で 「イ ロ ク ォ イ様 式 」 や 「ア

ル ゴ ンキ ア ン様 式 は よ り低 い段 階 に属 す もので あ る こ とを意 味 す る。 この 意味

で も,モ ル ガ ン ・エ ンゲ ル ス の想 定 とは異 な る考 古 学 的 知 見 が 得 られ て い る と

考 え ざ る を得 な い の で あ る1。1。

な お,こ こ まで 説 明 を した とこ ろで 読 者 の 注 意 を促 して お きた い の は,こ の

大 き く四つ に分 か れ た 様 式 ・段 階 区分 が 日本 列 島 にお け るそ れ と酷 似 して い る

こ とで あ る 。弥 生 人 と して 主 に中 国大 陸か ら高 度 の農 業 文 明 が 渡 って 来 るま で

の 日本 列 島 は そ もそ も氷 河 期 に地続 き とな った北 海 道 ・本州 地 域 に シベ リアか

ら渡 って 来 た 古 日本 人 の 島で あ った こ とを考 え る と これ は 当然 の こ とで あ るが,

初 期 に は大 型 獣 の 狩 猟 を 行 い,そ れ が そ の 死 滅 か ら小 型動 物 の 狩猟 へ と方 向が

転 じ,そ こか ら縄 文 期 に は土 器 と初 期 的農 業 を持 つ 定 住 社 会 を 形 成 す るまで に

10)M、 二,rg,、11[1877]及 びEngelg[1884]で は ミシ ン ッビ以 東 の イ ンデ ィア ン諸 部 族 で は イ ロ ク ォ

イ族 が 最 も高 い 発 展 段 階 で あ った と認 識 さ れ て い る・Morgan[18771邦 訳 上巻34ペ ー ジ・EI1-

gel8[1884]邦 訳121ペ ー シ参 照 、



北米東部インディアン研究の到達点とエンゲルスr起源』(1)(271)9

(1050-1100年 頃 に建 設)は この 文化 を他 と区別 す る2つ の 小 さ な 石 の女 神 像 が

出 土 して い る。Coe.SnowandBensoll[1986]に 掲 げ られ た こ の片 方 の像 は

乳児 を母 親 が 抱 いた 形 を して お り,こ れ が生 命 の再 生 産 の シ ンボ ル と して カホ

キ ア文化 に一・種 の宗 教 的 な凝 集 力 を与 え て い た こ とを示 唆 して い る。 この こ と

を カホ キ ア遺 跡 の巨 大 な宗 教 的 マ ウ ン ド群 と合わ せ 考 え る と き.カ ホ キ ア文 化

にお ける 「国家 成 立」 が か な り宗 教 的 な 凝集 力 を基 礎 と して い た こ とが 分 か る 。

これ は,カ ホ キ ア遺 跡 発 見 者 のThomasEmersollの 当 初 か らの 指 摘 で あ るが,

宗 教 指 導者 卑 弥 呼 を して初 め て 「倭 国 の 大 乱 」 を収 めた 日本 の 経験 と類 似 して

い て 極 め て興 味 深 い 。 甲骨 文 字 で 占い を した 中 国 の股 王 朝 と も当 然 に 通 じて い

る。

と ころ で,最 盛 期 に は ミシ シ ッピ ・バ レー に あ る ア メ リカ 中心 部 の 少 な くと

も50の コ ミュニ テ ィー を支 配 して い た この カ ホキ ア文 化 も1050年 頃 か ら衰 退 が

始 ま り1300年 頃 に は ほ ぽ 完 全 に 消 滅 して しま っ て い る,、この 事 情 につ い て は

「国 家 」 成 立 の安 定 的条 件 を探 る上 で 非 常 に重 要「な ので 次 稿 で 改 め て 論 じた い 。

ミシシッピ様式スピロ遺跡における国家

こうしてカホキア文化が廃れても,ミ シシッピ様式には他の中心地 も存在 し,

紀元850年 頃に勃興 したスピロ文化は1450年 頃まで継続 している。これは現在

のオクラホマ州北東部に存在 し,こ こでも高貴な人物を埋葬 した 「クレイグ・

マウンド」 と呼ばれる長さ120メ ー トル,高 さ10メ ー トルの巨大な墳墓が存在

する。紀元800年 頃から築造が始ま りスピロ文化が廃れる1450年 頃まで築造が

続けられたこの墳墓にも数 ヵ所の埋葬箇所が含まれているが、たとえばその

「セントラル ・チェンバー」と呼ばれる箇所からは数百ポンドの貝殻の飾 り物

や ビーズ,銅 の皿,羽 毛製の衣服,織 物としての敷物やブランケットが副葬品

として出土している.

また,こ こで重要なのは高貴な人物は針葉樹で作 られた 「担架」に入れられ

て埋葬されていることで.こ の担架はその中にも貴重な工芸品や海洋性の貝殻
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で飾 られた鎧兜や真珠のビーズ.織 物の外衣,銅 の皿,籠 が入れ られて高貴な

人物ほど大 きなものとなることである。このクレイグ ・マウンドには少なくと

も13の こうした担架が埋葬されているが,そ の最大のものは小さなものの10倍

も大きく,こ れを担 ぐには4-8人 の労力が必要 となる。こうして クレイグ ・マ

ウンドに埋葬された支配階級の中にも階層構造のあったことが予想されるが.

別のマウンドの副葬品の質と量はこれより落ち,ま たマウンドの位置 も異なっ

てくる。そして最後に一般の平民の埋葬は地域毎にある小さな墓地に,し か も

ごく僅かの日用品の副葬品とともになされているという形で ここでは社会の階

層構造が ピラ ミッド型に形成されていたことが窺われる。

さらに,先 のカホキア文化と同様に重要なのはこの文化の影響下にあった地

域の大 きさである。ThOmas[2000]に よるとスピロ文化の支配者たちはブ

レーン地域か ら現在の合衆国南東部に到る広範な地域の交易を支配し,政 治的

な支配権の範囲もアーカンソー渓谷の2-300の 小規模なセレモニー ・センター

に及んだとされている。特に重要なのは,宗 教的儀式の様 々な出土品に見 られ

る絵はこの地が 「汎南部的」な図解法のネ ッ1・ワークの中心地であったことを

示しているということである。南北アメリカを通ずるインディアン文化の東大

陸文化との最終的な発展段階の差は鉄器 と文字の有無 と一般的には理解されて

いるが,言 語の異なるこの 「汎南部地域」の交易をロ∫能1こするための共通の図

解法があったということは象形文字の原始的形態 として興味深い。スミソニア

ン財団は早 くも1879-80年 に当時の北米 インディアンの共通語 としての手話の

研究報告書を出している力澗,こ の手話は絵文字 とも一一一部一体化したものであ

り,1450年 まで続いたスピロ文化の延長に位置するものと考えられる.音 声と

して言語を統一することなしで も 「形」に注目して異種言語の共通化を計ると

いう漢民族と同様の過程が数千年の時間差を伴 って開始されつつあったと理解

することができる。文字の形成にとって異種言語間の意志疎通を強制する交易

の意味の大きさとともに興味の絶えない現象である。

13)こ れは1881年に公刊され,現在ではMalley「2001]として人手することができる.
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しか し,こ の都 市 も1450年 に は何 らか の 理 由 に よ り放 棄 され る。 そ れ 以 前 か

ら,ス ピロ文 化 に は 長期 の政 治 的 な循 環 過 程 のあ った こ とがThomas[2000]

で は指 摘 され て い るが,最 下 位 の地 方 的 コ ミュニ テ ィー レベ ルで は数 千 に 及ぶ

地 域 が 一 旦 ス ピ ロの 首 長(王 〉 の支 配 を受 け入 れ た と して も,そ の死 後 に は 別

の競 争 者 が 登 場 して 政 治 的 求 心力 が弱 ま る と今 度 は 宗 教 指 導者 の 力が 強 ま る な

ど とい っ た循 環 で あ る。 この 循 環 の末 に何 らか の 理 由 で ス ピ ロは 省 み られ る こ

との ない 都 市 に な って しま った の で あ る 。

ミシ シッピ様式マ ウン ドビラ遺跡における国家

「ミシ シ ッ ピ様 式 」 の 中で も カ ホ キ ア 文 化 と同 じ中 分 類 で あ る 「中 部 ミ シ

シ ッピ様 式 」 に分 類 され る ア ラバ マ 州 中 部 の遺 跡 に マ ウ ン ドビラ とい う もの が

あ る。 これ は紀 元1050-1500年 頃 な ので 少 し カホ キ アか ら時 代 が 下 が り,ま た

規 模 も少 し小 さ くな ってい るが ひ とつ の 地 域 的政 治 シス テ ム を形 成 して い た こ

とが 窺 わ れ る。

こ の遺 跡 は 名前 に あ る とお りマ ウ ン ドの 集 積地 と して平 ら な頂 上 を持 つ 四 角

形 の20の 司 祭 を主 目的 と した 「テ ンプ ル ・マ ウ ン ド」 を有 して い るが,こ の マ

ウ ン ドは同 時 に高 貴 な 人物 の墳 墓 を も兼 ね て お り.や は り殉 死 を伴 う高 貴 な 人

物 の埋 葬 が 行 な わ れ て い て.銅,首 鎧.絵 画,石 の 円盤 や 方 鉛 鉱.雲 母 な ど の

鉱 石 が 副 葬 され て い る。特 に,主 な る埋 葬 者 が 全 員男 で あ る こ とや 子 供 まで 含

ま れ て い る こ と,そ の 子 供 に も豪 華 な 副 葬 品 の あ る こ と は こ う した貴 族 階 級

(noble)が 世 襲 さ れ て い た こ とを 示 唆 して い るMl.、もち ろ ん,他 と同 じ くこ れ

らの マ ウ ン ドの 建 設 には相 当 の労 力 が投 入 され て お り.そ れが 彼 らの地 方 的 な

政 治権 力 の 存 在 を意 味 して い る、,特に,こ の埋 葬 の な さ れ 方 か ら神性 を持 ちか

つ貴 族 階 級 の出 身 で あ る首 長,政 治指 導 者 層,第 二 水 準 の 宗教 指導 者,平 民 と

い った4層 の階 層 構 造 が 窺 わ れ,こ れ ら平 民 が 貴 族 に食 糧 供給 を して い た形 跡

が確 認 で き る とい う、,

141た だし,Thomas[2【)00]に よるとこの説には11意しない学者もいる。
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また,こ こで 重 要 な の は,450年 に 及ぶ マ ウ ン ドビ ラの 変 化 が 農 業 社 会 の確

立 と共 に進行 した こ とが 確 認 され て い る こ とで あ る。 紀 元950-1000年 頃 に トウ

モ ロ コ シが導 入 さ れ て それ まで 野 生 植物 に依 存 してい た 経 済 が 一 気 に 変 化 を し,

貝 殻 の ビー ズ な ど の⊥ 芸 生 産 が 始 ま る と と もに紀 元1050-1200年 頃 に は最 初 の

2つ の マ ウ ン ドが築 造 さ れ る。 さ らに,1200-1250年 頃 に は 全 て の 主 要 な マ ウ

ン ドの築 造 が され る よ う に な る と と もに,街 の防 護 柵 が 作 られ ,こ の柵 内 に 移

動 した 人 口 は1000人 弱 に及 ぶ 。 世帯 は核 家 族 と して 構 成 され て い た とい う。 ま

た,こ の時 に は トウ モ ロ コ シが 食糧 の65パ ー セ ン トを 賄 う と と もに,チ ャー ト

石,グ リー ンス トー ン,雲 母,銅.海 洋 性 の 貝殻 な どが 遠 方 か ら輸 入 さ れ,ま

た そ れ らを加 工 す る専 門的 な工 芸 人 が 登 場 をす る。 こ う して 農業 生 産 の増 大 と

と もに余 剰 が 拡 大 し,そ れ を基 礎 と した分 業 と交 易,そ れ に 階級 社 会 の発 達 が

あ った。 陶 器 と放 射 性 炭 素 の分 析 に よ る時 代 考 証 に よ って こ こまで 詳 しい 発展

史 の再 現 が な され てい るの で あ る151。

な お.以 上 の叙 述 にお け る 「国家 」 や 「階 級 」 との 言 葉 は ア メ リカ考 古 学 で

は必 ず し も使 用 され てい る もので は な い。 「国 家 」 との 表 現 は使 用 す る研 究 者

と そ う で な い 研 究 者 が と も に 存 存 し.「 階 級(class)」 の 代 わ り に 「階 層

(rank)」 との 言 葉 が 使 用 さ れ,ま た 「王 」 との 言 葉 は 出 て 来 な い。 が,考 古

学 的研 究 だ けで は 「王(オ オキ ミ)」 か 「皇 帝(ミ カ ド)」か 地方 的 な政 治 権 力

者(キ ミ)で あ るか の判 断 は 困 難 で,よ っ て"politicalauthoritジ との表 現 に

止 ま る こ とは 当然 で あ る、,少な く と もマ ル ク ス主 義 の カテ ゴ リー に お い て 「階

級」 や 「国家 」 と表 現 で き る もので あ る こ と は疑 い が な い 。

15)「 広 義 の ミ シ シ ッピ様 式 」 に は ウ ッ ドラ ン ド期 に ホ ー プ ウ ェ ル文 化や ア デ ィナ文 化 を 生 ん だ オ

ハ イオ 川 沿 い の 「フ ォー ト ・エ ン シ ェ ン ト(F【)rlAIlciem)文 化 」 が あ る。Thomas「20001が

挙 げ る この 例 と して の 「サ ー ペ ン1・ ・マ ウ ン ド(SerpelltMound)遺 跡 」 は墳 墓 を持 た な い が,

フ ォー ト ・エ ン シ 」,ン ト文 化 全 体 と して は 墳 墓 を保 有 して い る(Snow[ig761p,78よ り)。 こ

の 意 味 で この 小 分 類 もあ る種 の 国家 と階 級 は 持 って い た こ とが確 認 で き る,、
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IV国 家形成に到る過程

ウッ ドラン ド様式 における階級の発生

この よ うに して,紀 元1000年 頃 か ら始 ま る ミシ シ ッピ様 式 に お け る 国家 と階

級 の存 在 は疑 う こ とがで きない が,こ の 様 式 に到 るひ とつ 前 の ウ ッ ドラ ン ド様

式 も農 業 の 初 期 的 発 達 に よ って や は り初 期 的 な階 級 社 会 が 成 立 を して い る。

ウ ッ ドラ ン ド様 式 は さ らに共 に現 在 の オ ハ イ オ州 南 部 を そ の 中心 地 とす る そ の

初 期 の 「ア デ ィ ナ 文 化(AdenaCulture)」(Waldman「20001お よ びSnow

[1976]で はBC1000-AD200年 期 間,Coe、Snow&Benson「1986]で は

B(11100-AD400年 期 間)と そ の 後 期 の 「ホ ー プ ウ ェ ル 文 化(Hopewell

culture)」(Waldman[2000]で はBc200-AD700年 期 間,sn・w[1976]で は

BC300-AT)550年 期 間)に 別 れ るが,両 者 を併 せ て解 説 す る と次 の よ う にな る。

ま ず,Waidman[2000]に よ る と 先 と同 じ く階 級 の 生 成 の 基 本 的 な指 標 と

な る墳 墓 の築 造 は アデ ィナ文 化 の さ らに初 期 段 階 にお け る埋 葬 地 へ の 低 い盛 り

土 か ら始 ま って い る。 これ が 後 に丸 太 で 形 ど られ た 墓 とそ の盛 り土 が次 か ら次

へ と幾 重 に も重 ね られ る こ とに よ って ア デ ィナ文 化 の 後 期 に は 「墳 墓 」 へ と発

展 し,ま た通 常 は円 形 の 形 を した土 の 囲 いで 囲 まれ る よ うに な る。 ま た,こ れ

らの副 葬 品 も多 くの場 合 猛 禽類 の形 を した石 の彫 刻,よ く磨 か れ た石 や銅 の首

鎧,真 珠 の ビー ズ,雲 母 の 飾 り,石 の パ イプや 骨 の マ ス ク,そ れ に植 物繊 維か

ら作 られ た編 み 物 な ど と豊富 で,や は り社 会 の不 平 等性 が 生 じて い た とさ れ て

い る ㈹。 な お,マ ウ ン ドの築 造 につ い て は,信 仰 対 象 と され る動 物 の形 を した

様 々 な宗 教 的 なマ ウ ン ドが墳 墓 に続 い て作 られ る よ う にな る こ と も特 徴 的 で あ

16)こ う した 社 会 階 層 の 生 成 につ い て はCoe.SI1【)waIKlBensoτ1[】9861で も主 張 さ れ て い る。

17)こ の 代 表 と し てW量lidman[2000]に 到 る 解 説 書 は 常 に 近 く に あ る サ ー ペ ン1・ ・マ ウ ン ド

(SerpentMOUIld)を 挙 げ て い る、,こ れ は1400メ ー トル の 長 さ を持 つ 蛇 の形 を した シ ョ ッキ ン グ な

マ ウ ン ドで 大 変 日 立つ も の て あ るが.Thomas[2000]に よ る と これ は ぐ 亡,と遅 く少 な くと も紀

元1000年 以 降 に 作 られ た と推定 さ れ て い る。 この 解 説 の 方 が 詳 し く信 愚 性 が高 い ・
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さ らに,Thomas[2000]で は.ホ ー プ ウ ェ ル期 に大 規 模 化 した18墳 墓 と し

て ま ず は 紀 元 前100年 一紀 元400年 頃 に築 造 さ れ た 少 な く と も40の 円錐 形 の マ ウ

ン ドを持 つ チ リ コ ッセ(Chlllicothe)の 遺 跡 が紹 介 され て お り,こ こに も筆 者

は実 際 に行 っ た。 こ こで は,そ れ らの 副 葬 品 も ア パ ラチ ア 山脈 の 雲 母,イ エ

ロ ー ス トー ンの 天然 ガ ラス ,ノ ー ス ダ コ タ ・ナ イ フ ・リバ ーか らの 玉 髄,南 大

西 洋 の貝 殻 や 鮫 の歯,五 大 湖 の 銅 と アデ ィナ期 よ り豪 華 な もの とな って い る。

よ り具 体 的 に 見 れ ば,火 葬 さ れ た4人 の 人物 を 葬 っ て い る 「マ イ カ ・グ レー

ブ ・マ ウ ン ド(MicaGraveMomd)」 は千 の 大 き な光 る雲 母 の あ った こ とか

ら こ の名 が 付 け られ て い るが,ヘ ラ鹿 や 熊 の歯 銅 の飾 り,大 きな黒 曜 石 の 矢

尻 五 千 の 貝 殻 ビー ズの貯 蔵 所 が あ り,ま た3対 の銅 の枝 角 や 熊 の 飾 りの つ い

たふ たつ の 銅 の 冠,黒 曜 石 の道 具 箱,蛙 や 烏 の 形 を した彫 像 の パ イ プ,人 問 の

形 を した 銅 の 兜 な ど の副 葬 晶 が 発 見 さ れ て い る。 ま た,最 大 か つ 最 古 の 「デ

ス ・マ ス ク ・マ ウ ン ド(L)eathMaskMound)」 で は13人 の埋 葬 者 の うち の 幾

人か に は隼 の 形 を した銅 の彫 像 が 副 葬 され て い る。特 に この墳 墓 で は 当初 地 下

に あ った 納 骨 堂 が何 らか の理 由 に よ り後 に表 面 に 置 き換 え られ てお り,よ ほ ど

重要 な人 物 で は なか ったか と想 定 され て い る、、 これ らの 意味 で社 会階 層 区 分 も

よ りは っ き りと した もの に な った とWaldma11[20001は 述 べ てい る。

ま た,近 くの 「サ イ プ ・マ ウ ン ド(SeipMound)」 遺 跡 の マ ウ ン ドは大 きな

もの が2基 と小 さ な もの が5基 とな って い るが,こ れ らは 政 治や 宗 教 行 事 の た

め に使 わ れ た もの と され て い る。 さ ら に,や や 遠 方 で あ るが 同 じ くオ ハ イ オ州

の 「フ ォー ト ・エ ン シ ェ ン ト(FortAncient)」 遺 跡 もま た 宗 教 行 事 を 主 な 口

的 とす る約40ヘ ク ター ルの 「村 」 と して6キ ロ メー トルの 長 さ の土 塁 で 囲 ま れ

て い るか ら,こ れ もまた か な り相 当 の剰 余労 働 が 少 な くと も宗 教 行事 に 費や さ

れ て い た こ とを表 わ して い る。 な お,こ のふ た つ の遺 跡 も筆 者 は 直接 に 見学 す

る機 会 を持 って い る、,

18)Coe.Snow&Benson[19861は この 時 期 の 典 型 的 な墳 墓 の 大 きさ を 高 さが12メ ー トル,艮 さ

が3(}メ ー トル と してい る。



北米東部インディアン研究の到達点とエンゲルス 『起源』(1)(277)15

とす る と.こ う した 高 度 の 文 化 を 可 能 に した 産業 基 盤 は ど こに あ った の か と

い う こ とに な るが,こ れ につ い て はWaldmanL2000]は アデ ィナ文 化 で は ま

だ 狩 猟 採 集 が 主で あ っ た ものが ホー プ ウ ェ ル期 に は トウモ ロ コ シ,豆 を 含 む 農

業 が 産 業 の よ り重 要 な もの に な っ た と して い る。 しか し,よ り詳 細 な検 討 を

行 っ て い るThomas[2000]で は トウ モ ロ コ シや 豆 の 導 人 の 柑 当 前 か ら カ ボ

チ ャ,テ マ リカ ンボ ク,ヒ マ ワ リ,ア カザ な ど多 くの作 付 け作 物 が この 地 で 開

発 され,ト ウモ ロ コ シや豆 の導 入 は ホ ー プ ウ ェ ル文 化 の農 業 社 会 と して の 性 格

に大 きな変 化 を もた らさ なか った と してい る豊!痔。 つ ま り, .ト ウモ ロ コ シや 豆 が

メ キ シコか ら現 在 の ナ メ リカ南 部 地 域 を経 由 して や って来 て は じめ て農 業 社 会

を形 成 で きた の で は な く,農 業 社 会 を 白 らの 力 で 成 立 させ る に足 るだ け の 発展

段 階 に達 して い た こ とを 示 して い る。 また,Waldma11「2000]は さ らに そ の

地 の動 植 物 の 種 類 と量 の 豊 富 さ が ア デ ィナ期 か らの 定 住 を可 能 と した と指 摘 し

て い る。 そ の意 味 で,墳 墓 の 築造 と階級 社 会 を始 め た アデ ィナ期 に も後 に お け

る農業 の初 期 的 発 展 の 潜 在 力 を認 め る こ とは重 要 で あ ろ う、、

な お,ホ ー プ ウェ ル文 化 に つ い て ど う して も補 足 して お か な けれ ば な らな い

こ と は,そ の広 域 的 性 格 で あ る,、現 在 の 州 で 言 え ば 南 は ル イ ジ ア ナ 州,ミ シ

シ ッビ州 か ら北 は ウ ィス コ ン シ ン州,ミ シガ ン州,ニ ュー ヨー ク州 に到 る地 域

に広 が った この ホー プ ウ ェ ル文 化 は そ れ らが ひ とつ の 「国 家」 と して成 立 して

い た訳 で な い に して も,こ の 地 域 内 の諸 部 族 が 祭 祀 や 競技 な どの 目的で 集 ま り,

か つ 政 治的 なや り取 りを して い た とThomasL20001は 主 張 して い る。 ま た,

この 地域 以 上 に副 葬 品 の 原 産 地 は 広 域で,そ れ ら を集 め るだ けの ネ ッ トワー ク

を 持 っ て い た こ と.そ して さ ら にLel)per[1995]の 発 見 した 「グ レー ト ・

ホー プ ウ ェル ・ロ ー ド」 とい う道路 網 な どの ネ ッ トワ ー ク ・シ ステ ムの存 在 が

重 要 で あ る。 こ の 「グ レー ト ・ホ ー ブ ウェ ル ・ロ ー ド」 は約 百 キ ロ メー トル 離'

れ た チ リコ ッセ とニ ュー アー クを結 び つ け る約1メ ー トルの 壁 で 囲 まれ た幅60

19)Waldman[20001もThomas[2000]も 同年 に出版 の書 物であ るが.前 者 は旧版 の改訂版で

あ り,古 い考 え方の母斑 を残 している と思 われ る,
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メー トルの 直線 道路 の こ とで ,こ れ は ホ ー プ ウ ェル 中心 地 に お け る様 々な 祭 祀

場 を結 びつ け る道路 と同様 の シ ステ ムが よ り広 域 に広 が って い た こ とを 示 す も

の とされ て い る。 特 に ここで 結 び付 け られ た2つ の都 市 に は と もに8角 形 の マ

ウ ン ドが あ る こ と,18.6年 サ イ クル の 封循 環 の知 識 が 記 号 化 され て い る こ とな

ど を重 視 して い る。

ポバテ ィ ・ポイン トにおける漁業国家

以 上 の よ うに して狩 猟 採 集 社 会 か ら農業 社 会へ の転 化 が 階 級 と国 家 の形 成 に

と って 決 定 的 に重 要で あ る こ とが 理解 で きるが,そ れ と 同様 に階 級 と国 家 の 形

成 に と って 重 要 な示 唆 を与 えて くれ る ものが,現 在 の ル イ ジ アナ 州北 部 に位 置

す る ポ バ テ ィ ・ポ イ ン1・(PovertyPoint)遺 跡 で あ る。 こ れ は 時 期 的 に も

BC1730-1350年 頃 の遺 跡 で農 業 の形 跡 も ない の で 「ア ル カ イ ック様 式 」 の 一部

と認識 さ れ て い るが,一 方 で は 「ウ ッ ドラ ン ド様 式 」 の特 徴 で あ る墳 墓等 の マ

ウ ン ド(そ れ も最 大 で 高 さが20メ ー トル に 及ぶ もの)を 持 ち,ま た1970年 以 降

に お け るGibbs〔)n[1974]の 研 究 に よ りヒ エ ラ ル キ ー組 織 を もっ た 階 層 社 会

で あ った こ とが確 認 され,前 農 業 社 会 で もそ う した特 徴 を持 て る もの か と考古

学 上 の 重 要 問題 とな っ た遺 跡 で あ る。 この遺 跡 で もっ と も特 徴 的 な マ ウ ン ドは

直 径 が1300メ ー トル に も な る6重 に な っ たC字 型 の 同 心 多 角 形 で あ る が.こ

の周 辺 に 位 置 す る い くつ か の マ ウ ン ド群 の う ち 「マ ウ ン ドB」 と呼 ば れ る マ

ウ ン ドの 最下 層 に あ った灰 と焼 か れ た 骨 は 重 要 人物 の火 葬 後 の もの と推 定 さ れ

るか らで あ る。 ま た.こ の遺 跡 が 相 当量 の 労力 を必 要 と した こ と もこ こで の 人

口の 多 さ を証 明 し20),そ の 意 味 で も一種 の 「国家 」 と理 解 す る こ とが で き る。

しか し.一 ・部 の学 者 を除 い て 信 じられ て い る この農 業 の不 存 在 の 下 で ど う し

て こ の よ う な高 度 の文 化2"を 形 成 で きた の で あ ろ うか。 この 点 につ い て は,ギ

201TIK)maS[2000]に よると,例 えば ここで最大規模 の 「ポハテ ィ ・ポ イン ト・マ ウン ド」には

3α)万人 ・時間の労働が必要であったと推定 されてい る.,

21)本 文で述べた以外で重要な文化的特徴 としては ① 出 」二品中σ)焼き固め られた粘土のボー ル,

赤鉄鉱の錘,沈 混 製の像,碧 玉の ピーズ,ス テ アタイ ト片.石 の矢尻,② ほぼ、正確 なマ ウン/
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プノンの新 しい研究を踏まえてThOm貧s[2000]が その隣接する川の逆流を利

用 した漁業の高生産性に注目していて興味深い。 とりわけ,こ こからアーカン

ソー川を320キ ロも遡ったところで産出される赤鉄鉱や磁鉄鉱 幡 ちろん精製

されたものではなく純度の高い鉱石)製 の錘が魚網を改善し急流での漁を可能

にしたことが重要である。 これにより漁業可能な季節は長 くなり
,ま た広範開

な交易ルー トが開発されたからである,,ま た,こ の錘はある特定の諸家族 に

よって発案されてコミュニティーの全員が隈なく利用 したこと
,そ れがこの社

会の活力源であったこと,し か し漁業につ きものの不運な不漁はその家族を幸

運な家族の債務者としてそのマウンド建設の労働供給を担わされたこと
,こ の

錘の発案者やその競争者 も他者にマウン ド建設をさせる力を持ったことなどが

主張されている。漁業につきものの運 ・不運も興味深いが,よ り重要なのはや

は り技術革新が大量の余剰生産を可能にし,そ れが階級社会の基盤 となったこ

とであろう。「農業社会」でな くとも高度技術と自然条件のともな
った 「漁業

社会」は階級 と国家の基盤 となりうると理解することができる。

なお、このポバティ ・ポイント遺跡の発掘以来,前 農業社会におけるマウン

ドの築造がアメリカ考古学の関心となる中で,1990年 代になってルイジァナ州

の四つの遺跡,フ ロリダ州の2つ の遺跡がアルカイック様式期中期でありなが

らマウン ドを持つことが分かった。たとえば,ル イジアナ州北東部のワ トソ

ン ・プレイク(WatsollBrake)遺 跡はBC3400-300Q年 の ものと時代測定され

ている。ポバティ・ポイン トのす ぐ近くに発見されたこの遺跡や西洋人接触時

まで鮭漁による高度の階級祉会を維持 した北西海岸部インディアンは農業 と並

ぶ漁業の重要性を示唆 していると理解することができる22〉
。

＼ ド問の幾何学的配置、③ しか し陶器を持 たなか ったこと.が ある。
22)Murdock[1968]は 狩猟採 集杜会 をか な り高段 階 の統合度 を持つ もの にす るひと

つ の重要な要因 とし
て漁労 を重視 してい る・ なお・ この例 として挙 げられて いるのが,北 画海岸部 インデ ィ

ァ ンとと もに・ ア伐 剃 ヤー ク・ カムチ ャダール族で あるが.佐 妹[19831は 緻 時代 ノ㌧

も広義の それ と主張 してい る.
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